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謹賀新年 
2004（平成 16）年１月 13 日に設立総会を開いたＮＰＯ法人も、早いもので 10 年目に入りました。

任意団体の時代を含めると 20 年になりますが、この間、戦争遺跡の赤山地下壕跡と青木繁が滞在し

た小谷家住宅が館山市文化財、里見氏城跡（稲村城跡・岡本城跡）が国史跡の指定となり、大きく

実を結びました。また、まちづくりの市民活動が高く評価され、内閣官房長官賞や千葉県知事賞、

和島誠一賞の受賞につづき、このたび、これまでご支援いただいた皆様方を代表し、私が千葉県文

化財保護功労者という栄誉を賜ることとなり、感謝とともに身の引き締まる思いでおります。 

少子高齢化や雇用･環境、エネルギー問題等の諸課題は山積していますが、次の 10 年後を担う子ど

もたちの誇りを育み、人々が支え合う持続可能なコミュニティづくりを目ざし、社会貢献活動に精

進してまいりたいと思います。より一層のご理解とお力添えのほど、よろしくお願い申し上げます。 

愛沢伸雄 

■ 戦跡ガイド学習会 （フィールドワーク）    …要予約… 参加費 200 円  

      東京湾要塞から本土決戦体制へ、50 年の年月にわたり、安房地域には無数の軍事施設が構築されました。

大房岬要塞群（南房総市）と赤山地下壕跡（館山市）のみは文化財として一般公開されています。その他、国

有地や民有地に放置され、あるいは破壊されつつある戦争遺跡群は、全国的に見ても貴重な A ランクと認定

されています。ひとつでも多く、平和学習の拠点として校正に残すためにも、実際に現地を歩き、ガイドメンバ

ーの理解を深めるフィールドワークを企画しました。歩きやすい靴、軍手などでご参加ください。 

◎ １月１４日（月/祝） 布良陣地跡（館山野鳥の森） 13:00 小高記念館集合  

◎ ２月 ３日（日）  金谷砲台跡         13:00 小高記念館集合  

■ 知恵袋講座      …13:30～小高記念館  参加費 200 円  NPO メンバーが語る楽しい茶話会です！ 

◎ １月２２日（火） 語り手 ： 大場俊雄さん  「関澤明清の開いた水産伝習所と房総アワビ漁の変遷（仮称）」 

   水産学者の大場先生は、『房総アワビ漁業の変遷と漁業法』『あわび文化と日本人』『早川雪洲-房総が生

んだ国際俳優』などの著者です。青木繁が滞在した小谷家住宅から発見された明治期の書簡（関澤明清）と

重要水産動植物図にまつわる、近代水産業発展と館山の実習についてご紹介いただきます。 

◎ ２月２６日（火） 語り手 ： 愛沢伸雄  「沖縄戦から安房の本土決戦体制へ」 

   昭和 20 年 9 月 29 日付けの『沖縄作戦の教訓』という軍極秘書類があります。作成されたのは、沖縄戦終

結から１週間後です。この教訓を生かし、安房地域では本土決戦に備え、次々と特攻基地や陣地が構築さ

れました。20 年にわたる調査活動の成果を報告します。戦跡ガイド講座と合わせてご参加ください。    

◆ツアーガイド＆講演のスケジュール                

   １月６日（日）9:30～12:00 赤山ガイドサービス 

   ２月３日（日）9:30～12:00 赤山ガイドサービス 

   ２月１５日（金）14:00～15:00 ㈱ビュート 40 名＝赤山のみ 

   ２月２１～２２日（木金）曹洞宗東京宗務所人権布教合同研修会＝座学・基本・かにた・四面石塔 

   ２月２３日 10:50～12:20 千葉歴教協研究集会＝青木繁《海の幸》の漁村 

   ２月２４日 13:30～16:00 千葉歴教協研究集会＝ 

①安房国再発見 ②戦跡（赤山・かにた村） ③青木繁《海の幸》の漁村 

   ３月３日（日）9:30～12:00 赤山ガイドサービス 

   ３月１２日（火）13:30～15:30 木更津中央公民館高齢者学級 40 名＝里見の語り部 

   ３月１６日（土）10:30～17:30 文化資源学会遠足 27 名＝座学・基本・かにた村 

   ３月１８日（月）館山市サークル連絡協議会＝里見氏稲村城跡・岡本城跡 

 

 



*青木繁が滞在した明治期の富崎（布良・相浜）を知ろう！ 
 日露戦争が起きた 1904 年夏。青木繁はマグロ延縄漁発祥の漁村･布良で名

画《海の幸》を描きました。滞在した小谷家住宅から大量に見つかった古文書

から、日本の近代水産業発展に関わる歴史が明らかになってきました。100 年

前の海図や重要水産動植物図、日本に亡命し館山に隠棲した李氏朝鮮の末

裔が残した書画や、かつての漁村写真なども展示されます。 

「３つの〝あ〟のまちづくり～ 青木繁《海の幸》･安房節･アジのひらき」 
池田恵美子 （ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム事務局長） 

「文化遺産を活かした館山まるごと博物館」 
愛沢伸雄 （ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム代表・千葉歴教協安房支部代表） 
島田吉廣 （布良崎神社神輿世話人・布良漁協組合長） 

鄭 一止 ﾁｮﾝｲﾙｼﾞ（東京大学大学院韓国留学生・神奈川大学助手） 

高野良裕 （元館山病院院長・徳洲会最高顧問） 
 

 

    主催 : ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム／青木繁《海の幸》誕生の家と記念碑を保存する会 

    〒294-0036館山市館山 95小高記念館 ＴＥＬ&FAX：0470-22-8271 awabunka@awa.or.jp 

共催 ： 千葉県歴史教育者協議会   後援 ： 館山市富崎地区コミュニティ委員会 

文化庁 平成 24年度地域の文化遺産を活かした観光振興･地域活性化事業 

 

 

 

 

－子どもと地域･社会科を考える－ 

*錬金術を体験しよう！ 
 イスラム科学の錬金術では、銅

貨を銀貨にし、最後には光った

金貨にすることができます。 

*安房南のウガンダ支援交流 
 旧県立安房南高校の生徒会活動か

ら始まったウガンダ支援活動は、同校

の統廃合後も今なお、市民活動のチャ

リティとともに 20年にわたって続いてい

ます。ウガンダ安房南洋裁学校の状況

を報告します。 

 千葉県歴史教育者協議会が 16 年ぶりに開催する安房集会。「小学校」

「中学校」「日本史」「世界史」「地域の掘りおこし」「平和と民主主義」がテ

ーマの各分科会で、実り多い実践報告を聞くことができます。 

青木繁が滞在した「小谷家住宅」、《海の幸》記

念碑、布良崎神社、房総開拓神アメノトミノミコト

（天富命）の上陸地といわれる阿由戸の浜 …な

ど、ゆかりの地をめぐります。 

 

*旭市の津波被災報告 
 千葉県旭市は、3.11 東日本大震災

の津波被災地です。ここ富崎地区もま

た大正・江戸期の津波被災地です。痛

みを分かち合い、ともに教訓を学びま

しょう。13:10 から「いいおか復興プロジ

ェクト」の報告と紙芝居「防災あかずき

ん」をご紹介します。 

*ベトナムフェア 
 ベトナムの「子どもの家」やフー

ルー小学校、カトゥー族との交流

を、ベトナムのコーヒーやお菓子

とともに紹介します。 

 

*糸を紡いでみよう！ 
 日本の糸車やインドのガンジーが使

った折りたたみ式糸車で、綿から糸を

紡いでみましょう。 

*房州地布縞帳の展示 
かつて漁村の女性たちが糸を紡ぎ

染め、織りあげた房州地布は  「じん

の」と呼ばれていました。工夫をこらし

た縞柄の小裂見本帳を紹介します。 

*ところてん体験と試食 
 地元の天草で手作りのごっつお！ 



 

 1,000  2,000  

  

9,500  4,000 800  

FAX E  

HP http://bunka-isan.awa.jp/  

 

 

 

 

 

 



 

VS  

 

 

3 11  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


